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[主張]　功利主義の没落[footnoteRef:1] [1:  この文章では全般的に「わかちがき」がなされている。] 


　功 (こう)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)の倫 (りん)理 (り)説 (せつ)の發 (はつ)祥 (せう)地 (ち)は 英 (えい)國 (こく)で、ベンサム、ミル等 (など)がその唱 (せう)導 (どう)者 (しや)である。最 (さい)大 (だい)多 (た)數 (すう)の 最 (さい)大 (だい)幸 (こう)福 (ふく)が倫 (りん)理 (り)や 政 (せい)治 (じ)の目 (もく)標 (へう)であると主 (しゆ)張 (ちやう)するところまでは好 (よ)いとして、その幸福 (こうふく)と 云 (い)ふものが各 (かく)個 (こ)人 (じん)の生 (せい)理 (り)的 (てき)快 (くわい)樂 (らく)にありと規定 (きてい)した スペンサーに至 (いた)りては[その極に達したと云へよう。] [footnoteRef:2]唯 (ゆゐ)利 (り)主義 (しゆぎ)は實 (じつ)際 (さい)に於 (おい)て所謂 (いはゆる) デモクラシーを信 (しん)奉 (ぽう)する 世 (せ)界 (かい)各 (かく)國 (こく)民 (みん)の根 (こん)本 (ぽん)思 (し)想 (そう)ともなつてゐるので あつて、正邪 (せいじや)善悪 (ぜんあく)の標 (へう)準 (じゅん)を〝自 (じ)己 (こ)の利 (り)害 (がい)″に於 (お)いて 求 (もと)めるのである。〝利 (り)害 (がい)″といふ言 (こと)葉 (ば)が個 (こ)人 (じん)間 (かん)にも國 (こく)際 (さい)間 (かん)にも最 (さい)高 (こう)の道 (どう)徳 (とく)標 (へう)準 (じゅん)になつてしまつた。 [2:  この部分は新聞では脱落し『同胞に寄す』で挿入されている。] 

　こゝに於 (お)いて道 (どう)徳 (とく)義 (ぎ)理 (り)は恰 (あたか)も空 (くう)想 (そう)の如 (ごと)く 廢 (はい)物 (ぶつ)の如 (ごと)く嘲 (てう)笑 (せう)の的 (まと)とせられたのである。而 (しか)してこの個 (こ)人 (じん)の物 (ぶつ)的 (てき)利 (り)害 (がい)を 政 (せい)治 (じ)の極 (きよく)致 (ち)にまで引 (ひき)上 (あ)げたのが共 (けう)産 (さん)主 (しゆ)義 (ぎ)に外 (ほか)ならない。
　デモクラシーは 資 (し)本 (ほん)主 (しゆ)義 (ぎ)を産み、資 (し)本 (ほん)主 (しゆ)義 (ぎ)は共 (けう)産 (さん)主 (しゆ)義 (ぎ)を産んだ。共 (けう)産 (さん)主 (しゆ)義 (ぎ)を つきつめれば畜生 (ちくせう)餓鬼 (がき)主 (しゆ)義 (ぎ)に進 (すす)むことは 必然 (ひつぜん)で、かうなれば、人 (じん)類 (るい)は無 (む)始 (し)以 (い)來 (らい)の 最 (さい)高 (こう)善 (ぜん)への向 (かう)上 (じやう)といふ雄 (お)々しくも神 (かう)々しき傳 (でん)統 (とう)と理想 (りそう)とを破棄 (はき)し てしまふことゝなるのだ。
　そこで歐 (おう)洲 (しう)に於 (お)いて 眞 (まつ)先 (さき)に起 (おこ)つたのがイタリーのムツソリーニのフアシズムで、彼 (かれ)は國 (こく)家 (か)的 (てき)、階 (かい)級 (きう)的 (てき)、個 (こ)人 (じん)的 (てき)行 (こう)爲 (ゐ)の 標 (へう)準 (じゅん)をば、利 (り)より義 (ぎ)へ引 (ひ)き戻 (もど)したのであり、個 (こ)人 (じん)は 國 (こく)家 (か)の理 (り)想 (そう)、引いては世 (せ)界 (かい)の理 (り)想 (そう)の實 (じつ)現 (げん)のために生 (い)くべきものである。ついで立 (た)つたのは ドイツのヒトラーだ。この二人 (り)は國 (こく)民 (みん)を理 (り)想 (そう)と道 (どう)義 (ぎ)の道 (みち)へと率 (ひき)ゐて訓 (くん)練 (れん)したのであつた。そして起 (おこ)つたのが 今 (こん)度 (ど)の對 (たい)英 (えい)佛 (ふつ)戰 (せん)である。
　獨 (どく)伊 (い)が英 (えい)佛 (ふつ)に求 (もと)めるものが、同 (おな)じく 利 (り)ではないかといつてはならない。なる程 (ほど)、獨 (どく)伊 (い)が英 (えい)佛 (ふつ)の領 (れう)土 (ど)の分 (ぶん)配 (ぱい)をなすで あらうことは、容 (よう)易 (い)に想 (そう)像 (ぞう)せられることであるが、英 (えい)佛 (ふつ)が 過 (くわ)去 (こ)數 (すう)世 (せい)紀 (き)間 (かん)不 (ふ)義 (ぎ)の方 (ほう)法 (ほう)で、築 (きづ)き上 (あ)げた大 (だい)帝 (てい)國 (こく)を 崩 (ほう)壊 (かい)せしめること自 (じ)身 (しん)、その中 (うち)に、吾 (ご)人 (じん)は 一種 (しゆ)の天 (てん)意 (い)を認 (みと)めねばならない。もし獨 (どく)伊 (い)が、英 (えい)佛 (ふつ)に勝 (か)つて 後 (のち)に、從 (じう)來 (らい)の理 (り)想 (そう)主 (しゆ)義 (ぎ)、道 (どう)義 (ぎ)主 (しゆ)義 (ぎ)を棄 (す)てゝ英 (えいふつ)佛の貪 (どん)婪 (らん)なる唯 (ゆゐ)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)に 走 (はし)るならば、彼 (かれ)等 (ら)は遠 (とお)からず、また英佛 (えいふつ)の覆轍 (ふくてつ)を 踏 (ふ)むことであらう。吾 (ご)人 (じん)は獨 (どく)伊 (い)があくまで、道 (どう)義 (ぎ)の念 (ねん)より離 (はな)れずして 有 (いう)終 (しう)の美 (び)を濟 (な)すことを祈 (いの)らざるを得 (え)ない。
　さてわが日 (につ)本 (ぽん)が、今 (いま)や神 (じん)武 (む)肇国の 御 (ご)精 (せい)神 (しん)を奉 (ほう)じて、アジアの再 (さい)建 (けん)のために 起 (た)ち上 (あ)がつた以 (い)上 (じやう)、アジア再建 (さいけん)を政策 (せいさく)の 根幹 (こんかん)とすべきは云 (い)ふまでもないが、對 (たい)世 (せ)界 (かい)政 (せい)策 (さく)に 於 (お)いては、我 (われ)と信 (しん)念 (ねん)を同 (おな)じうする 防 (ぼう)共 (けう)道 (どう)義 (ぎ)の盟 (めい)友 (ゆう)たる獨 (どく)伊 (い)の側 (がは)に立 (た)つべきは 自 (じ)明 (めい)の理 (り)である。殊 (こと)に帝 (てい)國 (こく)の今 (こん)度 (ど)の聖 (せい)戰 (せん)に於 (お)いて、かの英佛 (えいふつ)は 如何 (いか)なることをなしたるか。彼 (かれ)等 (ら)は、徹 (てつ)頭 (とう)徹 (てつ)尾 (び)蔣逆 (ぎやく)を助 (たす)け、われに 妨害 (ぼうがい)した。今 (いま)や香港 (ほんこん)に於 (お)いて、佛 (ふつ)印 (いん)國 (こく)境 (きやう)に於 (お)いて、つひに皇 (こう)軍 (ぐん)は、彼 (かれ)らを膺 (よう)懲 (てう)せんために 行動 (こうどう)を起 (おこ)したのであるが、實 (じつ)に切 (せつ)歯 (し)扼 (やく)腕 (わん)に堪 (た)へぬ ものがある。敗戦 (はいせん)の今日 (こんにち)に至 (いた)つて 英佛 (えいふつ)がわれに媚 (び)態 (たい)を呈 (てい)したところで それが何 (なん)の誠意 (せいい)ぞ。道 (どう)義 (ぎ)を辨 (わきま)へぬ唯 (ゆゐ)利 (り)の徒 (と)には、唯 (ただ)實力 (じつりよく)によりて 痛 (いた)さを知 (し)らしむべきである。況 (いは)んや、英 (えい)佛 (ふつ)の無 (む)道 (どう)なる 壓 (あつ)制 (せい)搾 (さく)取 (しゆ)の下 (もと)に 苦 (くる)しみつゝあるアジア諸民族 (しょみんぞく)は、今 (いま)やわが日本 (につぽん)に救 (すく)ひの手 (て)を求 (もと)めつゝあるに於 (お)いておやである。
　英 (えい)佛 (ふつ)の功 (こう)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)は 没 (ぼつ)落 (らく)した。道 (どう)義 (ぎ)の人 (じん)類 (るい)に光 (ひかり)は東 (ひがし)よりさし上 (のぼ)ることであらう。
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